


業績ハイライト

●預金・貸出金の残高

●収　益

預　金

当期純利益

貸出金
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平成27年度の地域経済は、日本経済再生に向けたデフレ脱却政策により、経済回復の期待感から設備・
消費マインドに明るい兆しが見える反面、不透明感が続いている状況でありました。こうした経済環
境の下、預金の推進と中小企業の振興に向けた融資を積極的に取組みました。また、ご家庭の生活改善
等に向けた住宅（増改築）ローン、教育ローン等についてもお客様の目線に立って商品開発し取り組ん
で参りました。

預金は、定期預金（ふれあい定期預金・年金福祉定期預金

等）の増加により、期末残高は、2,295百万円増加、対前年

比1.94％増加し、120,327百万円となりました。

貸出金は、中小企業者および個人向け融資の積極的な推

進により、対前年比5.99％、4,220百万円増加し、74,657

百万円となりました。

収益面では、低金利による貸出金利息・有価証券利息配当

金等の減少により経常収益は2,222百万円となりました。一

方、経常費用は、人件費・貸倒引当金繰入額の減少により

1,884百万円に抑えられ、税引前当期利益338百万円計上し、

当期利益は、199百万円となりました。

経営環境

業　績

平成28年3月末

1,203億円

0

1,200

1,190

1,180

1,170

1,160

1,150

1,140

1,130

億円

平成27年3月末

1,180億円

平成26年3月末

1,133億円

平成28年3月末平成27年3月末平成26年3月末

746億円

0

750

700

650

600

億円

704億円

681億円

平成28年3月末平成27年3月末平成26年3月末

199百万円

0

200

150

100

50

百万円
185百万円

198百万円
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●資本、財務の健全性

自己資本比率

不良債権
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金融機関の健全性の指標である自己資本比率は、貸出金残

高等が増加しましたが、資本額も増加したため11.26％とな

り、前年とほぼ同等となりました。

国内最低所要自己資本比率の4％基準を大きく上回り、金

融機関としての経営の健全性を確保しております。

当組合では、貸出金や有価証券などの金融資産における損失を適正に見積もるために、期毎に自己査定委員会

において当該資産の健全性について5段階で分類して貸倒引当金を算定し、監査法人において適切性等の監査

を受けております。金融再生法に基づき算定した不良債権は、28年3月期では不良債権合計は3,057百万円と

60百万円増加いたしました。そのうち、担保・保証により回収が可能と認められる額は1,336百万円、貸倒引当

金により損失に備えている額は1,080百万円です。なお、貸倒引当金や担保・保証等で補っていない不良債権額

は640百万円となり、自己資本額7,857百万円と対比し十分に備える金額であり、財務の健全性は確保されてい

ると考えております。

■保　全　額
■貸倒引当金

■非 保 全 額

：
：

：

担保・保証等で「保全されている債権額」で、回収できると想定できる金額です。
不良債権に対する「個別貸倒引当金」および予想損失率等に基づく「一般貸倒引当金」で、費用
として既に備えている金額です。
上記の方法（保全や貸倒引当金）でカバーされていない債権額です。
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(備後国府祭り) (金丸学区一周駅伝大会)

平成27年9月1日から延べ5日間、総勢1,142名の年
金友の会会員様のご参加により「平成の大遷宮・出雲
大社と松江しんじ湖温泉の旅」を実施し、ご好評を得
ました。

全店で、ボランティア活動として、JR構内、公園な
ど16か所の清掃活動をおこなっています。

地域社会の一員として、地域とのつながり、活性化を高める地域行事に参加しています。

リョーシン年金友の会日帰り旅行1

各地域行事への参加3

ボランティア活動4 5

平成18年11月54名の会員様で開催後、毎年、会員
様の輪が広がり、現在108名の経営者・幹部社員の方
が熱心に経営の効率化を高める研修を受講されてい
ます。　　　

リョーシン経営塾（10年目）2

★RCC放送
毎週月曜日午前6時40分頃
　「あさチャン」内にて






